
  

モニタリングサイト 1000 森林・草原調査（以下、モニ 1000 森林調査といいます）は、平成 15 年度から毎木、

落葉落枝・落下種子や地表徘徊性甲虫の調査を実施しています。今回は今年度の主なトピックを紹介します。 

   金目川サイト（山形県小国町）の予備調査に参加しました 

モニ 1000 森林調査の事務局を担当する私たちの仕事は、全国で集められてきたデータの集計、解析が主な

ものですが、実際に調査のお手伝いもしています。今秋には、予備調査として、山形県小国町にある準コア金

目川サイトに行ってきました。当初は毎木調査※を実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止のため調査員を確保できず、予備調査となりました。 

このサイトの森林には針葉樹はほぼ無く、冬になると葉を全て落としてしまう落葉広葉樹のみで構成されて

います。その落葉広葉樹の中でも、特に数が多い種（優占種）がブナ（Fagus crenata）です。ブナという名

前を耳にしたことがある方は多いと思います。生育範囲は限られており、街路樹として植えられていることも

ないので、実はあまり見ることのない、温暖というよりは冷涼な環境を好む樹木です。このブナが優占種であ

るのが金目川サイトです（写真１）。この金目川サイトが設置されたのは今から 40 年以上前で、当時はブナの

大木がひしめき、上を向いても空を見ることができないほど、立派な森だったそうです。しかし今回の調査で

は、枯死したブナの大木が目立ち、残念ながらそのような森を見ることができませんでした。その一方で、大

木が枯死したことで林内が明るくなり、その下にいた低木が育ったり、もしくはチマキザサの侵入が増えてい

たりしています。 

特に大きな台風がこの地域を襲ったわけでもありませんし、人の手が入ったわけでもありません。このよう

な森林の変化は温暖化の影響でしょうか？ それとも、人間より遥に長い寿命を持つ樹木の“死期”の節目に

たまたま出会っただけなのでしょうか？ 来年度には毎木調査、その先も５年おきに調査を継続して、森林の

姿の移り変わりを明らかにしたいと思います。（阿久津公祐） 

 

※ 毎木調査：胸高幹周囲 15cm 以上の全樹木について、樹種と胸高周囲長等を記録して森林の構成を明らかにする調査 

 

 
写真１ 金目川サイトの森林内の様子 

（左）矢印で示した樹木がブナです。（右）中央の幹の折れたブナは 5 年前の調査時は生きていました。 
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温暖化の影響？ 昆虫の種構成に見られる変化 
モニ 1000 森林調査では、全国 21 か所の森林で、毎年、地表徘徊性甲虫の捕獲調査を行い、種構成

や個体数の変化をモニタリングしています。地表徘徊性甲虫とは、カブトムシのように硬い前翅（ま

えばね）をもつ昆虫（甲虫）の内、オサムシ類など主に地面で生活する種の総称です。昆虫は寿命が

短く増殖が速いため、種構成や個体数に環境変化の影響が現れやすいです。また地表徘徊性甲虫は、

後ろ翅が退化して飛べない種が多く、単純な落とし穴式のトラップで誰でも簡単に採集できるので、

環境変化の影響を調べるための指標生物としてよく利用されています。 

日本の平均気温は過去 120 年間で 1.5℃ほど上昇しており、特にモニ 1000 森林調査開始後（2004

年以降）を含む最近の 20～30 年間は「それ以前の 100 年間にはまれにしかなかったような異常に暑

い年が毎年続いている状態」と言えます。そこで、各調査区でこれまでに捕獲された地表徘徊性甲虫

を、「寒い地域を中心に分布する種」、「寒い地域から暖かい地域まで分布する種」、「暖かい地域を中

心に分布する種」の３つのグループに分類し、全個体に占めるそれぞれグループの割合がどう変化し

ているのかを分析しました。 

現時点の分析では、北海道や本州の比較的寒冷な森林で、寒い地域を中心に分布する種の割合が減

少し、より温暖な地域にまで分布する種の割合が高まる、という傾向が見られています（図１）。グ

ループの分け方など、分析方法にはさらに詳しい検討が必要ですが、気候の温暖化によって種構成が

変化し始めている可能性を示しています。（丹羽慈） 
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図１ 全国の 21 調査区における地表徘徊性甲虫の各グループ＊の構成割合の変化傾向（2005～2020 年）。 

* オサムシ科・シデムシ科・センチコガネ科・ハネカクシ科ハネカクシ亜科の全出現種（175 種）を、分布域に基づいて、グル

ープ①：亜寒帯/亜高山帯～冷温帯に主に分布する種、グループ②：冷温帯～暖温帯に主に分布する種、グループ③：暖

温帯～亜熱帯に主に分布する種、の３グループに分類した。 



   アンケートで全国の森林サイトで生じた変化について情報を集めました 

モニ 1000 森林調査では、森林生態系

の状態を把握するため樹木・地表徘徊性

甲虫・鳥類を指標として調査を行ってい

ます。５年に１回のとりまとめの際に

は、これらのデータ以外にも気象データ

など一般に公開されている情報を活用

して、生態系に生じた変化の要因につい

て考察します。変化要因の解析のために

は、その他にも現場で調査を行っている

方々だからこそ気付くことが出来る変

化、例えば大型獣の増加や台風による風

倒木の大量発生等についての情報も重

要です。そのため、昨年８月に全国の 48

サイトを対象に最近生じた変化につい

てアンケートを行いました。 

アンケートでは、「気象害（台風によっ

て木が倒れる等の気象現象による樹木

の被害）」及び「病虫害」の発生、「シ

カ」及び「イノシシ」の増加・減少、

「外来種」の侵入・排除の５項目※に

ついて、特に詳しくお尋ねしました。 

※ 前回のとりまとめでもアンケートを行った「病害虫」・「シカ」・「外来種」については最近５年間、今回初めてアンケートを行った「気

象害」・「イノシシ」についてはモニタリングを開始した約 20 年前から現在までの状況について回答いただきました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
今回のとりまとめでは、例えばイノシシの侵入・増加の前後で指標とする生物群に変化が生じていないか等、

アンケート結果を活用した解析を行う予定です。 
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図２ 最近 20 年ほどのイノシシの①生息状況と②調査区内での生態系へ

の顕著な影響（アンケート調査による） 

大規模な「気象害」の発生が認められるサイト数：19 

大規模な樹木の「病虫害」の発生が認められるサイト数：６（すべてナラ枯れ） 

「シカ」による生態系への顕著な影響が見られるサイト数：10（そのうち影響が強まっているサイト：6、 

弱まっている可能性のあるサイト：２、変わらないサイト：２） 

「イノシシ」による生態系への顕著な影響が見られるサイト数：４ 

「外来種」による生態系への顕著な影響が見られるサイト数：１、駆除により影響が弱まっているサイト数：２ 

アンケートの主な結果 


